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(57)【要約】
【課題】形態に係わらずに近距離通信の通信可能領域が
狭くなることを抑制すること。
【解決手段】実施形態によれば、電子機器は、ディスプ
レイと、第１の筐体と、第２の筐体と、近接無線通信部
と、アンテナと、検出手段と、リアクタンス調整回路と
を具備する。ディスプレイが第１の筐体に設けられてい
る。複数のキーを有し、各キーに対応するコードを入力
するためのキーボードが、第２の筐体に設けられている
。アンテナは、前記近接無線通信部に接続されている。
検出手段は、前記電子機器の形態を検出し、検出された
形態に応じた信号を出力する。前記電子機器の形態は、
前記キーボードを用いてコードを入力することが可能な
第１の形態と、前記キーボードを用いてコードを入力す
ることができない第２の形態とを含む。リアクタンス調
整回路は、前記検出手段から出力された信号に応じて前
記アンテナのリアクタンスを調整する。
【選択図】　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器であって、
　ディスプレイが設けられた第１の筐体と、
　複数のキーを有し、各キーに対応するコードを入力するためのキーボードが設けられた
第２の筐体と、
　近接無線通信部と、
　前記近接無線通信部に接続されたアンテナと、
　前記電子機器の形態を検出し、検出された形態に応じた信号を出力する検出手段であっ
て、前記電子機器の形態は、前記キーボードを用いてコードを入力することが可能な第１
の形態と、前記キーボードを用いてコードを入力することができない第２の形態とを含む
、検出手段と、
　前記検出手段から出力された信号に応じて前記アンテナのリアクタンスを調整するリア
クタンス調整回路と
を具備する電子機器。
【請求項２】
　前記リアクタンス調整回路は、
　前記アンテナに並列接続されたバリキャップダイオードと、
　前記検出手段からの出力に応じてオン状態またはオフ状態になるスイッチング素子と、
　前記スイッチング素子の状態に応じて、第１の電圧および第２の電圧の一方を前記バリ
キャップダイオードに供給する電圧調整回路とを具備する請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記アンテナは、前記第１の筐体に設けられている請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記アンテナは、前記第２の筐体に設けられている請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
　ディスプレイが設けられた第１の筐体を有し、複数のキーを有し、各キーに対応するコ
ードを前記第１の筐体に入力するためのキーボードが設けられた第２の筐体が前記第１の
筐体に装着可能な電子機器であって、
　近接無線通信部と、
　前記近接無線通信部に接続されたアンテナと、
　前記第１の筐体に前記第２の筐体が装着されているかを検出し、検出結果に応じた信号
を出力する検出手段と、
　前記検出手段から出力された信号に応じて前記アンテナのリアクタンス成分を調整する
調整部と
を具備する電子機器。
【請求項６】
　前記アンテナは、前記第１の筐体に設けられている請求項５に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記第１の筐体は、前記第２の筐体に設けられたヒンジに装着される
請求項５に記載の電子機器。
【請求項８】
　ディスプレイが設けられた第１の筐体と、複数のキーを有し、各キーに対応するコード
を入力するためのキーボードが設けられた第２の筐体と、近接無線通信部と、前記近接無
線通信部に接続されたアンテナとを具備する電子機器の制御方法であって、
　前記電子機器の形態を検出する、前記電子機器の形態は、前記キーボードを用いてコー
ドを入力することが可能な第１の形態と、前記キーボードを用いてコードを入力すること
ができない第２の形態とを含む、
　検出された形態に応じた信号を出力し、
　前記出力された信号に応じて前記アンテナのリアクタンス成分を調整する
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制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電子機器およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、パーソナルコンピュータの多様化が進み、ノートブックタイプパーソナルコ
ンピュータとタブレットコンピュータの両方に対応する形状（形態）をとることができる
コンバーチル型パーソナルコンピュータやデタッチャブル型パーソナルコンピュータが発
売されている。
【０００３】
　また、近年、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１４４４３（ＭＩＦＡＲＥ
（登録商標））、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１８０９２、ＩＳＯ／ＩＥＣ　２１４８、Ｔｒａｎｓ
ｆｅＪＥＴ（登録商標）等のような近距離無線通信機を備えたパーソナルコンピュータの
開発も進められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－３０３０２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　コンバーチル型パーソナルコンピュータやデタッチャブル型パーソナルコンピュータ等
の複数の形態をとることが可能なコンピュータに近距離無線通信機を搭載することも考え
られている。
【０００６】
　複数の形態をとることが可能なコンピュータの場合、形態に応じて近距離無線通信に用
いられる無線機およびアンテナを含む共振回路でのリアクタンスが異なる。形態に応じて
リアクタンスが異なるために、形態に応じて共振周波数が異なる。
【０００７】
　周波数に対してアンテナサイズが小さいために、共振回路のＱ値も高くなる。Ｑ値が高
いために、共振回路の共振特性は狭帯域である。
【０００８】
　形態に応じて共振周波数が異なり、共振回路の共振特性は狭帯域であるため、形態よっ
ては、共振周波数が所望の共振周波数から離れてしまい、通信可能領域が狭くなる。
【０００９】
　本発明の目的は、形態に係わらずに近距離通信の通信可能領域が狭くなることを抑制す
ることが可能な電子機器および制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　実施形態によれば、電子機器は、ディスプレイと、第１の筐体と、第２の筐体と、近接
無線通信部と、アンテナと、検出手段と、リアクタンス調整回路とを具備する。ディスプ
レイが第１の筐体に設けられている。複数のキーを有し、各キーに対応するコードを入力
するためのキーボードが、第２の筐体に設けられている。アンテナは、前記近接無線通信
部に接続されている。検出手段は、前記電子機器の形態を検出し、検出された形態に応じ
た信号を出力する。前記電子機器の形態は、前記キーボードを用いてコードを入力するこ
とが可能な第１の形態と、前記キーボードを用いてコードを入力することができない第２
の形態とを含む。リアクタンス調整回路は、前記検出手段から出力された信号に応じて前
記アンテナのリアクタンスを調整する。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態の電子機器のノートブックモードおよびタブレットモードそれぞれに対
応する外観の一例を示す図。
【図２】実施形態の電子機器のベースユニットとディスプレイユニットとの間の関係の一
例を示す図。
【図３】実施形態の電子機器のシステム構成の一例を示すブロック図。
【図４】リアクタンス成分調整回路の構成を示す図。
【図５】アンテナのリアクタンス成分を変更しない場合のアンテナの共振周波数を示す図
。
【図６】実施形態のリアクタンス成分を調整する手順を示すフローチャート。
【図７】実施形態の電子機器のノートブックモードおよびタブレットモードそれぞれに対
応する外観の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１は、一実施形態に係る電子機器のノートブックモードおよびタブレットモードそれ
ぞれに対応する外観を示す図である。この電子機器は、例えば、コンバーチブルコンピュ
ータ１０として実現されている。コンバーチブルコンピュータ１０は、図１の左部に示す
ノートブックモードまたは図１の右部に示すタブレットモードのいずれかのモードに対応
するスタイルで使用される。
【００１４】
　このコンバーチブルコンピュータ１０は、ベースユニット１１と、ディスプレイユニッ
ト１２とを備えている。ベースユニット１１は、ＣＰＵ、メモリ、他の各種電子部品等を
収容する薄い矩形状の筐体を有している。ベースユニット１１の上面には、キーボード１
３と、ポインティングデバイスであるタッチパッド１４とが配置されている。タッチパッ
ド１４は、ベースユニット１１の上面上のパームレスト領域に配置されている。
【００１５】
　ディスプレイユニット１２の正面、つまりディスプレイユニット１２の表示面には、デ
ィスプレイ１７が配置されている。このディスプレイ１７は、ディスプレイ１７の画面上
のペン又は指の位置を検知可能なタッチスクリーンディスプレイによって実現されている
。
【００１６】
　ディスプレイユニット１２は、図１の左部に示すノートブックモードのスタイルに対応
する第１位置、または図１の右部に示すタブレットモードのスタイルに対応する第２位置
のいずれかに設定される。より詳しくは、ディスプレイユニット１２は、ディスプレイユ
ニット１２の表示面およびベースユニット１１の上面が露出される上述の第１位置（ノー
トブックモード）、またはディスプレイユニット１２の表示面が露出され且つベースユニ
ット１１の上面がディスプレイユニット１２の背面で覆われる上述の第２位置（タブレッ
トモード）のいずれかに設定される。
【００１７】
　ノートブックモードにおいては、主に、コンバーチブルコンピュータ１０は例えば机上
のような水平面上に置かれた状態で使用される。ユーザは通常のノートブックコンピュー
タと同様に主にキーボード１３を操作する。
【００１８】
　一方、タブレットモードにおいては、主に、コンバーチブルコンピュータ１０はユーザ
の片手または両手で持たれた状態で使用される。ユーザはコンバーチブルコンピュータ１
０を例えば片方の腕に抱え、別の方の手を使用してディスプレイ１７上をタッチ操作する
。
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【００１９】
　キーボードは、複数のキーを有する。ノートブックモードの場合、キーボードを用いて
、キーボード内のキーに対応するコードをＣＰＵに入力することが可能である。一方、タ
ブレットモードの場合、キーボードを用いて、キーボード内のキーに対応するコードをＣ
ＰＵに入力することができない。
【００２０】
　図２は、ベースユニット１１とディスプレイユニット１２との間の関係の例を示す図で
ある。ディスプレイユニット１２はその表示面がベースユニット１１の上面に対してほぼ
平行になるように、つまり、ほぼ１８０度開くようにベースユニット１１の後端部に配置
された支持部材（ヒンジ）に取り付けられている。さらに、ディスプレイユニット１２は
ベースユニット１１の前端部と後端部との間を移動（スライド）可能にベースユニット１
１に取り付けられている。
【００２１】
　ディスプレイユニット１２をスライドさせるための機構としては、様々な機構を使用し
得る。例えば、ディスプレイユニット１２の背面に、ディスプレイユニット１２の下端部
から上端部に向けて延在するガイドレール（溝）を設けてもよい。さらに、ベースユニッ
ト１１の後端部の支持部材（ヒンジ）は、このガイドレールに摺動自在に係合されていて
もよい。これにより、ディスプレイユニット１２がほぼ１８０度開いた状態においては、
ディスプレイユニット１２をその背面のガイドレールに沿ってベースユニット１１の前端
部と後端部との間を自在にスライドさせることができる。
【００２２】
　図２の状態で、ディスプレイユニット１２の下端部がベースユニット１１の前端部に到
達するようにディスプレイユニット１２をベースユニット１１の前端部の方に向けてスラ
イドさせることにより、コンピュータ１０をタブレットモードに設定することができる。
また、図２の状態で、ディスプレイユニット１２の上端を持ち上げてディスプレイユニッ
ト１２を起立させることにより、コンピュータ１０をノートブックモードに設定すること
ができる。
【００２３】
　図３は、実施形態におけるパーソナルコンピュータ１０のシステム構成を示している。
パーソナルコンピュータ１０は、ＣＰＵ１１１、システムコントローラ１１２、メインメ
モリ１１３、グラフィクスプロセッシングユニット（ＧＰＵ）１１４、サウンドコーデッ
ク１１５、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１１６、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１１７、無線Ｌ
ＡＮモジュール１２１、ＮＦＣモジュール１２２、エンベデッドコントローラ／キーボー
ドコントローラＩＣ（ＥＣ／ＫＢＣ）１３０、システム電源回路１４１、充電回路１４２
、Ｃｈａｒｇｅｒ　ＩＣ１４３等を備えている。
【００２４】
　ＣＰＵ１１１は、パーソナルコンピュータ１０の各コンポーネントの動作を制御するプ
ロセッサである。ＣＰＵ１１１は、ＨＤＤ１１７からメインメモリ１１３にロードされる
各種プログラムを実行する。プログラムは、オペレーティングシステム（ＯＳ）２０１及
び各種アプリケーションプログラムを含む。
【００２５】
　また、ＣＰＵ１１１は、不揮発性メモリであるＢＩＯＳ－ＲＯＭ１１６に格納される基
本入出力システム（ＢＩＯＳ）も実行する。ＢＩＯＳはハードウェア制御のためのシステ
ムプログラムである。
【００２６】
　グラフィックプロセッサとしてのＧＰＵ１１４は、パーソナルコンピュータ１０のディ
スプレイモニタとして使用されるＬＣＤ３１を制御する表示コントローラである。ＧＰＵ
１１４は、ビデオメモリ（ＶＲＡＭ）１１４Ａに格納される表示データからＬＣＤ３１に
供給すべき表示信号（ＬＶＤＳ信号）を生成する。さらに、ＧＰＵ１１４は、表示データ
からアナログＲＧＢ信号及びＨＤＭＩ（登録商標）ビデオ信号を生成することもできる。
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アナログＲＧＢ信号はＲＧＢポート２４を介して外部ディスプレイに供給される。ＨＤＭ
Ｉ出力端子２３は、ＨＤＭＩビデオ信号（非圧縮のデジタル映像信号）と、デジタルオー
ディオ信号とを一本のケーブルで外部ディスプレイに送出することができる。ＨＤＭＩ制
御回路１１９は、ＨＤＭＩビデオ信号及びデジタルオーディオ信号をＨＤＭＩ出力端子２
３を介して外部ディスプレイに送出するためのインタフェースである。
【００２７】
　システムコントローラ１１２は、ＣＰＵ１１１と各コンポーネントとの間を接続するブ
リッジデバイスである。システムコントローラ１１２は、ハードディスクドライブ（ＨＤ
Ｄ）１１７を制御するためのシリアルＡＴＡコントローラを内蔵している。
【００２８】
　また、システムコントローラ１１２には、ＵＳＢポート２２、無線ＬＡＮモジュール１
２１、ＮＦＣモジュール１２２、Ｗｅｂカメラ３２等のデバイスが接続される。ＮＦＣモ
ジュール１２２は、ＦｅｌｉＣａ、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１４４４３（ＭＩＦＡＲＥ）、ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ　１８０９２、ＩＳＯ／ＩＥＣ　２１４８、ＴｒａｎｓｆｅＪＥＴ等の近距離
無線通信を行う無線機である。
【００２９】
　さらに、システムコントローラ１１２は、バスを介して接続される各デバイスとの通信
を実行する。
【００３０】
　ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、バスを介して、システムコントローラ１１２と接続されている
。また、ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、シリアルバスを介して、Ｃｈａｒｇｅｒ　ＩＣ１４３、
及びバッテリ２０と相互に接続されている。
【００３１】
　ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、パーソナルコンピュータ１０の電力管理を実行するための電力
管理コントローラであり、例えば、キーボード（ＫＢ）１３及びタッチパッド１４などを
制御するキーボードコントローラを内蔵したワンチップマイクロコンピュータとして実現
されている。ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、ユーザによる電源スイッチ１６の操作に応じてパー
ソナルコンピュータ１０をパワーオン及びパワーオフする機能を有している。パーソナル
コンピュータ１０のパワーオン及びパワーオフの制御は、ＥＣ／ＫＢＣ１３０によってシ
ステム電源回路１４１に対し実行される。
【００３２】
　Ｃｈａｒｇｅｒ　ＩＣ１４３は、ＥＣ／ＫＢＣ１３０の制御のもとで充電回路１４２を
制御するＩＣである。ＥＣ／ＫＢＣ１３０、Ｃｈａｒｇｅｒ　ＩＣ１４３、及びシステム
電源回路１４１は、パーソナルコンピュータ１０がパワーオフされている期間中も、バッ
テリ２０またはＡＣアダプタ１５０からの電力によって動作する。
【００３３】
　システム電源回路１４１は、バッテリ２０からの電力、またはベースユニット１１に外
部電源として接続されるＡＣアダプタ１５０からの電力を用いて、各コンポーネントへ供
給すべき電力（動作電源）を生成する。また、システム電源回路１４１は、充電回路１４
２によってバッテリ２０に充電する電力を供給する。
【００３４】
　充電回路１４２は、Ｃｈａｒｇｅｒ　ＩＣ１４３の制御により、システム電源回路１４
１を通じで供給される電力をバッテリ２０に充電する。
【００３５】
　フォームセンサ１５は、コンピュータの形態を検出する。即ち、フォームセンサ１５は
、コンピュータ１０がノートブックモードおよびタブレットモードの何れかであるかを検
出する。
【００３６】
　ＮＦＣアンテナの周辺構造が各フォームによって異なることで、共振周波数が変化する
。本コンピュータ１０は、モードセンサによってコンピュータ１０のモードを検出し、検
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出結果に応じてアンテナのリアクタンス成分を調整することで、モードによる共振周波数
の変化を抑制する。
【００３７】
　図４は、リアクタンス成分調整回路の構成を示す図である。
【００３８】
　リアクタンス成分調整回路４００は、電界効果トランジスタＦＥＴ、電圧調整回路４０
１、およびバリキャップダイオード（variable capacitance diode）ＶＣＤを含む。
【００３９】
スイッチング素子としての電界効果トランジスタＦＥＴは、フォームセンサ１５からの出
力に応じてオン状態またはオフ状態になる。電圧調整回路４０１は、f電界効果トランジ
スタＦＥＴの状態に応じて、第１の電圧および第２の電圧の一方をバリキャップダイオー
ドＶＣＤに供給する。
【００４０】
　電圧源Ｖが抵抗Ｒ１の一端に接続されている。抵抗Ｒ１の他端に抵抗Ｒ２の一端が接続
されている。抵抗Ｒ２の他端に電界効果トランジスタＦＥＴのドレインに接続されている
。電界効果トランジスタＦＥＴのソースにアースが接続されている。フォームセンサ１５
の出力が、電界効果トランジスタＦＥＴのゲート電極に入力されている。
【００４１】
　抵抗Ｒ1の他端と抵抗Ｒ2の一端との間に配線Ｗ１の一端が接続されている。配線Ｗ１に
抵抗Ｒ３が挿入されている。配線Ｗ１の他端にＮＦＣアンテナ１２２Ａの一端が接続され
ている。ＮＦＣアンテナ１２２Ａの他端が配線Ｗ２の一端に接続されている。配線Ｗ３に
キャパシタが挿入されている。配線Ｗ２の他端がＮＦＣモジュール１２２に接続されてい
る。配線Ｗ１にＮＦＣモジュール１２２に接続されている。配線Ｗ３の一端が配線Ｗ１に
接続されている。配線Ｗ３の他端が配線Ｗ２に接続されている。配線Ｗ３にバリキャップ
ダイオード（variable capacitance diode）ＶＣＤが挿入されている。バリキャップダイ
オードＶＣＤとＮＦＣアンテナ１２２Ａとは並列接続されている。
【００４２】
　タブレットモード時は電界効果トランジスタＦＥＴがオフになり、バリキャップダイオ
ードＶＣＤにＶ[V]の電圧がかかり、アンテナ１２２Ａの容量性が高くなることで共振周
波数が低くなる。ノートブックモード時は電界効果トランジスタＦＥＴがオンになり、バ
リキャップダイオードＶＣＤに抵抗Ｒ１と抵抗Ｒ２とで分圧された電圧｛Ｒ2／（Ｒ1＋Ｒ

2）｝×Ｖ（Ｖ[V]以下）がかかり、アンテナ１２２Ａの容量性が小さくなることで共振周
波数が高くなる。電界効果トランジスタＦＥＴにてインバータを構成すれば、タブレット
モード時とノートブックモード時との周波数可変の挙動を反転可能である。また、抵抗Ｒ
１／Ｒ２にてバリキャップダイオードＶＣＤにかかる電圧を調整することが可能である。
【００４３】
　図５は、アンテナのリアクタンス成分を変更しない場合のアンテナの共振周波数を示す
図である。図５に示すように、アンテナのリアクタンス成分を変更しない場合、ノートブ
ックモードでのアンテナの共振周波数と、タブレットブックモードでのアンテナの共振周
波数とは異なる。
【００４４】
　図６は、実施形態のリアクタンス成分を調整する手順を示すフローチャートである。　
　フォームセンサ１５が、コンピュータの形態を検出する（ステップＢ１１）。形態がノ
ートブックモードの場合（ステップＢ１２のＹｅｓ）、フォームセンサ１５はＨｉｇｈを
出力する（ステップＢ１３）。形態がノートブックモードではない場合（ステップＢ１２
のＮｏ）、フォームセンサ１５はＬｏｗを出力する（ステップＢ１４）。リアクタンス成
分調整回路４００は、フォームセンサ１５からの信号に応じてリアクタンス成分を調整す
る（ステップＢ１５）。
【００４５】
　本実施形態のように、コンピュータのモード（形態）を検出し、検出結果に応じた信号
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を出力し、リアクタンス調整回路が信号に応じてアンテナのリアクタンス成分を調整する
ことで、モード（形態）による共振周波数の違いを抑制し、通信可能領域が拡がる、もし
くはつながりやすくなる。
【００４６】
　（変形例）
　図７は、デタッチャブル型コンピュータの構成を示す斜視図である。
【００４７】
　図７は、一実施形態に係る電子機器のノートブックモードおよびタブレットモードそれ
ぞれに対応する外観を示す。この電子機器は、例えば、デタッチャブル型コンピュータ７
００として実現されている。デタッチャブル型コンピュータ７００は、図１の左部に示す
ノートブックモードまたは図１の右部に示すタブレットモードのいずれかのモードに対応
するスタイルで使用される。
【００４８】
　このデタッチャブル型コンピュータ７００は、タブレットユニット７１１と、キーボー
ドユニット７１２とを備えている。ベースユニット１１は、ＣＰＵ、メモリ、ディスプレ
イ、ＧＰＵ、他の各種電子部品等を収容する薄い矩形状の筐体を有している。キーボード
ユニット７１２は、キーボード、タッチパッド、ヒンジ等を備えている。
【００４９】
　タブレットユニット７１１は、キーボードユニット７１２に装着可能である。タブレッ
トユニット７１１は、キーボードユニット７１２に設けられたヒンジに装着可能である。
タブレットユニット７１１がヒンジに装着されている場合、電子機器はノートブックモー
ドで使用される。タブレットユニット７１１がヒンジに装着されていない場合、電子機器
はタブレットモードで使用される。
【００５０】
　タブレットユニット７１１の正面、つまりタブレットユニット７１１の表示面には、デ
ィスプレイ１７が配置されている。このディスプレイ１７は、ディスプレイ１７の画面上
のペン又は指の位置を検知可能なタッチスクリーンディスプレイによって実現されている
。
【００５１】
　キーボードユニット７１２の上面には、キーボード１３と、ポインティングデバイスで
あるタッチパッド１４とが配置されている。タッチパッド１４は、キーボードユニット７
１２の上面上のパームレスト領域に配置されている。
【００５２】
　なお、ノートブックモードの場合、タブレットユニット７１１は、キーボードユニット
７１２の上面が露出される開放位置とキーボードユニット７１２の上面がタブレットユニ
ット７１１の表示面で覆われる閉塞位置との間を回動自在にヒンジに取り付けられている
。
【００５３】
　なお、アンテナは、タブレットユニット７１１に設けられる。アンテナは、例えばノー
トブックモード時にキーボードユニット７１２に近接する位置に設けられる。
【００５４】
　また、コンピュータの形態に応じてリアクタンス成分を調整するのでは無く、設置場所
に応じてリアクタンス成分を調整しても良い。例えば、コンピュータの近傍に金属がある
と、アンテナを含む共振回路でのキャパシタンスが変わる。金属探知機を設け、金属探知
機器の検出結果に応じてアンテナのリアクタンス成分を調整しても良い。
【００５５】
　コンピュータの形態を検出し、検出された形態に応じた信号を出力し、出力された信号
に応じてアンテナのリアクタンス成分を調整することで、形態に係わらずに近距離通信の
通信可能領域が狭くなることを抑制することが可能である。
【００５６】
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　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００５７】
　１０…コンバーチブルコンピュータ、１１…ベースユニット、１２…ディスプレイユニ
ット、１５…フォームセンサ、１２２…ＮＦＣモジュール、１２２Ａ…ＮＦＣアンテナ、
４００…リアクタンス成分調整回路。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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